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▶トップインタビュー

　当事業年度における業績につきましては、売上高、当
期純利益については前期と比べ増加いたしました。しかし
ながら、営業利益、経常利益については前期と比べ減少
いたしました。＜図１＞
　当期純利益の増加は、平成28年１月12日に公表してお
ります通り、投資有価証券の売却益を計上したことによる
ものです。そのため、事業活動における利益については、
前期より減少したことになります。
　利益減少の主たる要因といたしましては、製商品販売事
業において、消費税増税前の前倒しによる購入の影響が、
当初予想よりも長引き、買い控えの動きが続いたことにあ
ります。このことからも、同事業においては、前期と比べ、
売上高、利益とも減少いたしました。
　一方、施工サービス事業では、大手ハウスメーカーと
の取引を拡大し、リフォーム物件の積極的な受注を進め、
受注量を増やしたこと、仕事量の多い首都圏に対し、機動

的な施工人員の移動を行い、収益性を高める動きを強め
たことから、前期と比べ、売上高、利益とも増加いたしま
した。＜図２＞

　今期、当社に関連の深い住宅業界におきましては、消
費税増税による駆け込み需要の反動の影響が薄れ、住宅
ローン金利が低水準で推移したことからも、住宅着工戸
数は、緩やかながら持ち直しの傾向が続きました。来期
においても、同様の傾向が継続するものと考えられます
が、追加の金融政策や消費税増税の動向、中国経済の減
速懸念などに左右されるものと思われます。

▶業績について

▶来期の市場動向について

代表取締役社長

Profile
経 歴 生 年 月 日

社長就任日
出 身 校
出 身 地
趣 味

：昭和43年11月20日
：平成27年4月1日
：中京大学
：山口県
：野球、スキー

「全国にありがとうあふれるサービスを提供する」をスローガンに掲げ、
感動いただけるサービスを追求してまいります。

製商品販売事業＜図2＞ 施工サービス事業 

（注）上記の業績予想等は、現時点での入手可能な情報に基づいて作成しており、
実際の業績は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

＜図1＞ 業績 � （単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

当期実績
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■ 通期
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平成25年
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平成26年
4月期

平成27年
4月期

売上高
■ 第2四半期累計
■ 通期

売上総利益
■ 第2四半期累計
■ 通期

5,448

2,651

649

5,956 6,183
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　施工サービス事業におきましては、さらなる受注量の増
加を目論み、営業体制の強化を行ってまいります。また、

「全国にありがとうあふれるサービスを提供する」をスロー
ガンに掲げ、お客様の満足が当社の付加価値に繋がるとの
認識を当社で働く各個人が持ち、お客様目線の対応により、

“ありがとう”をいただけるような取組みを行ってまいります。
　製商品販売事業におきましては、新たな製品の開発、商
品ラインナップの拡充などを積極的に進め、販売機会の創
出と既存顧客以外の新たな販路の開拓を行ってまいります。

▶	�来期の取組みについて
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▶トップインタビュー ▶今後の取り組み

　当社は、事業年度における経営成績および財政状態を
考慮しながら、株主の皆様への利益還元と、業績を拡大
していくための内部留保とのバランスを考え、適切な配当
を行うことを基本方針としております。
　今後も株主の皆様に、安定した配当をご提供できるよう
に努めてまいります。

▶今後の資本政策について

平成24年
4月期

平成25年
4月期

平成26年
4月期

平成27年
4月期

平成28年
4月期

■ROE（自己資本当期純利益率）

※ROEは、当期純利益／自己資本により算出しております。
　ROAは、経常利益／純資産により算出しております。

■ROA（純資産経常利益率）

（単位：％）

8.4
10.1

17.7

9.6

8.3 8.7 8.2

15.5 11.9

8.8

当社は、以下の数字を計画値と定め、取り組んでおります。

高品質な現場を共に創造していく考えのもと、期待を超えるサー
ビスを提供すべく、大手ハウスメーカーの受注量を積極的に増や
しております。＜図3＞

拡大するリフォーム市場に対し、積極的な営業活動を推進してお
ります。 また、新築に比べ、工事期間が短いことからも、効率
的に収益をあげることができます。＜図4＞

主に中高層の建物において、クサビ緊結式足場の需要が高まって
おります。今後の需要に応えるべく、大型建設物に対する受注も
積極的に増やしております。

住宅着工戸数において、首都圏エリアのシェアは、全国でも非常
に高く、仕事量も豊富であることから、事業所の新規出店を中心
に、継続した資源の投入を行ってまいります。＜図5＞

大手ハウスメーカーへ注力

リフォーム市場へ注力

マンション、工場、店舗などの大型建築物に注力

首都圏エリアへ注力

計画に向けての取り組み

中期経営計画（3カ年計画）

▶当期（四半期）純利益

565

■ 第2四半期累計
■ 通期

平成26年
4月期

941

444

平成27年
4月期

248

786

平成28年
4月期

212

（単位：百万円）▶経常利益

895

■ 第2四半期累計
■ 通期

平成26年
4月期

1,559

743

平成27年
4月期

413

752

平成28年
4月期

351

（単位：百万円）

▶売上高

7,751

■ 第2四半期累計
■ 通期

平成26年
4月期

平成27年
4月期

8,976

4,382
3,752

7,932

平成28年
4月期

3,874

▶営業利益

869

■ 第2四半期累計
■ 通期

平成26年
4月期

1,511

722

平成27年
4月期

397

717

平成28年
4月期

325

（単位：百万円） （単位：百万円）

財務ハイライト

ROE／ROA

施工サービス事業の
売上高

拠点数

施工スタッフ数

67億円

26カ所

538名

100億円

32カ所

700〜750名

2018年4月期 2016年4月期（1年目）

‘14 ‘15 ‘16

33.3％増

‘14 ‘15 ‘16

10.6％増

‘14 ‘15 ‘16

19.4％増

＜図3＞ 大手ハウスメーカー受注量

＜図4＞ リフォーム市場売上高

＜図5＞ 首都圏売上高

2016年度新入社員　44名
導入研修の様子
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新商品 設  備

人  財

その他

HAPSシステム 事業所イメージ向上の取り組み

新３Ｋの推進

スポンサー契約締結

ネオポート
平成28年（2016年）熊本地震の影響

女性の活躍

近年、作業のための足場を悪用した空き巣被害や、資材
置き場での窃盗などが発生しており、防犯のためのセキュリ
ティ機器に対する需要が高まっています。当社では、これら
のニーズに応えるため、リフォーム現場や、資材置き場など
の防犯に役立つ商品の取り扱いを始めました。

老朽化が進んでいる事務所
の建替えや、サービスセンター
のフェンスを刷新し、事業所
のイメージ向上を進めました。

従来の建設業のイメージである３Ｋから脱却し、魅力ある
職場づくりを目的に新３Ｋ「きれい・きもちいい・かっこいい」
を掲げ、日々の行動基準といたしました。

社内では、新３Ｋの推進としてコンテストを開催し、模範と
なる人財を表彰しました。 「高校生をサポートする」「若者を育てる」といった共通の観点を持つ企業、団体とスポンサー契約

を締結いたしました。今後もスポーツを通じて、建設業の必要性や楽しさを若い世代に伝えてまいり
ます。

主にリフォーム案件に対する提案として、駐車場における
空間の有効活用となる太陽光発電システムを搭載したカー
ポートの取り扱いを始めました。

幸い従業員への被害はありませんでしたが、熊本サービスセンターの建物に損傷が発生し、一時
稼働を停止しておりましたが、４月21日に稼働を再開いたしました。熊本地域の復旧・復興に向け、
施工体制を強化してまいります。

女性活躍推進法の制定に伴い、積極的な女性社員の採用、
現場における女性社員活躍の場の提供など、今後の女性活
躍に向けたプランを策定しました。

フェンスの刷新 福岡南サービスセンターの建替え

▶トピックス

被災時の熊本サービスセンター

株式会社BBC（ベースボールコミュニケーション）

復興へ向けたスローガン

クラブチーム　FC大阪
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▶IR情報 ▶ホームページのご案内

▶財務諸表

http://www.daisan-g.co.jp

平成28年4月21日、閲覧される皆様がより快適にご利用いただけるよう、
公式ウェブサイトをリニューアルしました。

当社はお客様、そして社会に「安全・安心・感動」を提供するサービ
スを展開する企業として、さらなるコンテンツの充実と継続的な情報発信
に取り組んでまいります。

スマートフォンにも対応

トップページ

DAISANスタッフブログ

科　目
当期末
平成28年

4月20日現在

前期末
平成27年

4月20日現在

増減率
（％）

流動資産 5,241 5,043 +3.9
固定資産 2,739 4,064 △32.5

有形固定資産 1,825 1,784 +2.2
無形固定資産 19 48 △60.0
投資その他の資産 894 2,231 △59.9

流動負債 1,620 1,412 +14.6
固定負債 221 562 △60.5
純資産 6,138 7,131 △13.9
負債純資産合計 7,980 9,107 △12.3

現金及び
現金同等物の
期首残高
1,784

現金及び
現金同等物の
期末残高
1,875

営業活動による
キャッシュ・フロー

582

財務活動による
キャッシュ・フロー
△1,129

当期
（平成27年4月21日～平成28年4月20日）

投資活動による
キャッシュ・フロー

637

貸借対照表の概要 （単位：百万円） キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）

個人投資家向け説明会　開催のご報告 公式ウェブサイトリニューアルのお知らせ

株主アンケート結果報告

平成28年1月18日（月）
野村證券株式会社　梅田支店にて、個人投資家の方を対象に説明会を行い、１３２

名の方にご参加いただきました。当日は、代表取締役社長の藤田が発表を行い、足
場業界の概要、当社のビジネスモデル、中期経営計画に向けた展望を説明させてい
ただきました。

今後も各地域で積極的に説明会を行ってまいります。

第41期の年次報告書（DAISAN Report）にてご案内させていただきました「株主アンケート」では、225名（株主総
数の13.5％）の株主の皆様からご回答をいただきました。

以下に 、平成28年4月20日時点で集計しましたアンケート結果の一部をご紹介させていただきます 。

配当方針

今後の展開

事業内容

業界の動向

財務情報

新製品開発情報

経営方針

リスク情報

社長メッセージ

ＣＳＲ

ガバナンス強化の取組み

その他

弊社に関する情報の中で、より詳しく
お知りになりたいものは何ですか（複数回答）

割合（％）

18.1
12.3
11.9
11.6
11.4
10.9
8.8
6.7
4.0
2.2
1.6
0.5

配当利回り

株主優待

株価上昇期待

業績

将来性

財務内容

安定性

成長性

事業戦略

技術・商品力

IRに対する取組み

その他

株式を購入するうえで
重視することは何ですか

18.8
15.1
13.1
10.0
9.1
8.3
7.5
6.8
5.2
4.6
1.3
0.3

割合（％）

（複数回答）

買い増し
（24.0％）

売却（2.7％）

継続保有
（73.3％）

今後の弊社株式について、
どのような方針をお持ちですか

ご協力いただきました株主様には、誠にありがたく、御礼申し上げます。
なお、頂戴いたしました株主様の貴重なご意見は、今後のIR活動、情報発信等に活かしてまいりたいと存じます。
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株主アンケートにご協力ください

▶会社情報／株式情報

１．報告内容をご覧になり、弊社の経営方針・取組みについて、どのくらい
 ご理解いただけたでしょうか？
□良く理解できた　□まあまあ理解できた　□分からない点が残った

２．報告内容をご覧になり、弊社をどのように評価されますか？（複数回答可）
□事業戦略が有望である　□研究開発力がある　□商品・サービスが優れている
□経営が魅力的である　□経営の仕組みが優れている　□人材が優れている
□その他　（　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　）　

３．報告書をご覧になり、弊社に対するイメージや投資判断は変わりましたか？
□とても良くなった　□良くなった　□変わらない　□悪くなった

４．弊社に関する情報の中で、より詳しくお知りになりたいものは何ですか？
 （複数回答可）
□事業内容　□財務情報　□新製品開発情報　□経営方針　□業界の動向　
□リスク情報　□社長メッセージ　□CSR(企業の社会的責任)の取組み　
□配当方針　□ガバナンス強化の取組み　□今後の展開
□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 　

５．昨年より実施されている、コーポレートガバナンスへの対応について、
 ご興味がある項目は何ですか？（複数回答可）
□資本政策の基本的方針　□情報開示の充実　□取締役会の役割・責務
□独立社外取締役の有効活用　□取締役会の実行性確保　□役員のトレーニング
□あまり興味が無い　□その他（　　　 　　　　　　　　　　　　　　） 

６．株式を購入する上で重視することは何ですか？（複数回答可）
□株価上昇期待　□事業戦略　□業績　□配当利回り　□財務内容　
□技術・商品力　□安定性　□将来性　□成長性　□株主優待　
□IRに対する取組み
□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．今後の弊社株式について、どのような方針をお持ちですか？
□買い増し　□継続保有　□売却 

８．今後、弊社に期待すること、ご提案事項等がございましたらご記入ください。　

アンケート項目

株主の皆様へアンケートのお願い

キ
リ
ト
リ
線

ご協力ありがとうございました。

当社では、アンケートにてお寄せいただいた貴重なご
意見を今後の経営・IR活動に反映いたしたいと考えて
おります。
是非、右記のアンケートへのご協力をお願いいたし
ます。

商 号 株式会社ダイサン　DAISAN CO., LTD.
設　　 立 昭和50（1975）年4月1日
本　　 社 大阪市中央区南本町2-6-12 

サンマリオンＮＢＦタワー3階
資 本 金 566,760,000円
従 業 員 数 403名（136名）

臨時雇用者の人員を（　）外数で記載しております。

代 表 取 締 役 会 長 三 浦 基 和

代 表 取 締 役 社 長 藤 田 武 敏

常 務 取 締 役 岡 光 正 範

取　 締　 役　監査等委員 森 　 義 明

社外取締役　監査等委員 裵 薫

社外取締役　監査等委員 石 　 光 仁

発 行 可 能 株 式 総 数 26,000,000株
発 行 済 株 式 総 数 7,618,000株（自己株式を含む）
株 主 数 1,698名（�議決権を有する

株主の総数）

株 主 名 持株数（株） 持株比率（％）

三 浦 基 和 1,218,000 18.99

有 限 会 社 和 顔 424,000 6.61

ダ イ サ ン 取 引 先 持 株 会 344,300 5.37

大 原 春 子 343,200 5.35

日本マスタートラスト信託銀行株式会社 330,000 5.15

金 沢 昭 枝 275,200 4.29

三 浦 民 子 268,300 4.18

ダ イ サ ン 従 業 員 持 株 会 235,360 3.67

大阪中小企業投資育成株式会社 200,000 3.12

三 浦 宣 子 128,000 2.00
（注）持株比率は自己株式（1,205,110株）を控除して計算しております。

金融機関
764,100株（10.03％）

外国人
24,678株
（0.32％）

証券会社
40,719株（0.53％）

その他国内法人
1,064,101株（13.97％）

自己名義株式
1,205,110株（15.82％）

個人・その他
4,519,292株
（59.33％）

■ 所有者別株式分布状況
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大株主の状況（上位10名）

配当金の推移 （単位：円）

株価の推移

会社概要 （平成28年4月20日現在）

株式情報 （平成28年4月20日現在）

役員構成 （平成28年4月20日現在）

※設立40周年記念配当です。

事 業 年 度 毎年4月21日から翌年4月20日まで

定 時 株 主 総 会 毎年7月

基 準 日 定時株主総会・期末配当・・・・毎年 4 月20日
中間配当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・毎年10月20日

株 主 名 簿 管 理 人 お よ び
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 の 送 付 先 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は、三井住友信託銀行株式会社の本店
および全国各支店で行っております。

●住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました株主
様は、特別口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社に
お申出ください。

●未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

株主メモ
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